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＜ 空 床 情 報 ＞  
回復期病棟（ ０ 床） 
療 養 病 棟（ ０ 床） 

    ※３／４ 現在 
     ホームページで確認 
             できます 

“まぐろ解体ショー”は、観ても食べても楽しめることから、 

大変好評をいただいております。 

今回使用した“まぐろ”は、25ｋｇ台と見応えたっぷり 

の大きさで、参加されたご利用者さまからも「おぁ～」 

と歓声が上がっていました。 

また、八街市の北村市長をはじめ、富里市からも高橋 

市議会議員が施設の様子を見学に来られ、それぞれに 

激励のお言葉をいただきました。 

解体前の“まぐろ”を間近で観て楽しんでいただけるよう、 

スタッフがご利用者さまの席を担いで回りました。眺めるだけ 

の方もいれば、手袋をして触ってみる方など、 

様々にお楽しみいただきました。 
▲25ｋｇ台の大きな“まぐろ”のお披露目です 

▲“まぐろ”の口に指を入れインスタ映えを狙いました ▲大きな“まぐろ”を手で触り、うれしそうでした 

▲早朝、千葉県北総地区随一の市場である 
  『成田市公設地方卸売市場』に行ってきました 

▲勝浦沖で水揚げされたばかりの“まぐろ”をＧＥＴ 

 今朝、勝浦沖で水揚げされたばかりの 
“まぐろ”を『成田市公設地方卸売市場』 
  より仕入れてきました。 
  栄養価の高い、新鮮な“まぐろ”を 
 どうぞ、ご堪能ください。 

病棟では、集団リハビリの一環として、“ひな祭り会”を行い 

ました。患者さまには、お雛様とお内裏様になっていただき、 

頭には、それぞれ冠（かんむり）と釵子（さいし）を付けて 

イベントを楽しんでいただきました。 

リハビリスタッフの指導のもと、準備体操でしっかりと体を 

ほぐした後は『福笑い』のゲームを行い、会場となったリハビリ室は、 

楽しい笑い声が響いていました。 

最後は、ギターとトロンボーンの伴奏に合わせて「ひな祭り」と「ほたる

の光」の合唱で楽しい“ひな祭り会”をしめくくりました。 

▲副院長が市場で “まぐろ”を 
         吟味してきました 

▲病院長も診察の合間に 
    様子見に来られました 

▲体操は理学療法士の指導のもと、しっかりと ▲目かくしをした『福笑いゲーム』では、よく笑いました 

もっと上なのに・・・ 

▲『福笑い』のお雛様とお内裏様が 
         りっぱに完成しました 

まずは、口から・・大丈夫かな 

▲解体した“まぐろ”は、目の前で 
  お刺身にして盛り付けました 

▲お刺身をほおばり 
     ご満悦でした 

▲北村市長も忙しいご公務を 
    ぬってイベントの激励に 

▲富里市の髙橋市議も 
   イベントにびっくり 


